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被
害
対
策
に
関
す
る
問
合
せ

西
臼
杵
支
庁
及
び
各
農
林
振
興
局

各
市
町
村
・
各
農
協
・
各
森
林
組
合

等

発
行
元

鳥
獣
被
害
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
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６
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電 気 柵 設 置 の 不 良 例 を 一 部 紹 介 し ま す

鳥獣被害対策マイスター研修
（ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ研修） ↓

↑ 現地研修

鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

研
修（
電
気
柵
）を
開
催
し
ま
し
た
。

【鳥獣被害対策支援センター】
https://www.pref.miyazaki.lg.jp/contents/org/kankyo/shinrin/mfc/damagesupport/index.html

県
で
は
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策

を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
平
成
22
年

度
よ
り
各
地
域
で
技
術
指
導
な
ど
を

行
う
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
を

養
成
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
マ
イ
ス
タ
ー
の
知

識
と
技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
鳥
獣
被
害
対
策
マ
イ
ス
タ
ー
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
研
修
」
を
併
せ
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
電
気
柵
研
修
と
題
し
て

電
気
柵
の
基
礎
知
識
、
設
置
の
仕
方
、

正
し
い
使
用
法
な
ど
に
つ
い
て
県
南

地
域
の
マ
イ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
６

月
27
日
に
総
合
農
業
試
験
場
畑
作
園

芸
支
場
で
、
県
北
地
域
の
マ
イ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
は
28
日
に
林
業
技
術

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

室
内
で
は
、
電
気
柵
シ
ス
テ
ム
の

原
理
や
電
気
柵
を
上
手
に
使
う
た
め

の
不
良
例
に
対
し
て
の
改
良
例
、
電

気
柵
の
効
果
を
発
揮
す
る
設
置
の
コ

ツ
、
安
全
な
電
気
柵
の
使
用
方
法
な

ど
を
学
び
、
実
習
で
は
、
マ
イ
ス

タ
ー
が
実
際
に
電
気
柵
を
設
置
し
て
、

講
師
か
ら
評
価
を
受
け
、
そ
の
後
、

改
善
点
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
電
気
柵
は
、
身
近

な
鳥
獣
被
害
対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
間
違
っ
た
設
置
を
行
う
と
、

「
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
」
と

（総合農業試験場畑作園芸支場での室内研修の様子）

の
こ
と
を
学
ぶ
良
い
研
修
に
な
り
、

今
後
の
現
場
指
導
業
務
の
中
で
生
か

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
鉄
筋
に
絶
縁
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
柵
線
を
固
定
し
て
い
る
。

②
樹
脂
被
覆
鋼
管
支
柱
に
柵
線
が
触
れ
て
い
る
。

③
鉄
パ
イ
プ
に
絶
縁
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
柵
線
を
固
定
し
て

い
る
。

④
樹
脂
被
覆
鋼
管
支
柱
に
直
接
柵
線
を
固
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
間
違
っ
た
方
法
で
設
置
す
る
と
漏
電
が
発

生
し
、
効
か
な
い
柵
と
ま
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

（不良例①）

（不良例②）

（不良例③）

（不良例④）

（林業技術センター近隣地での研修の様子）

（写真提供：日本電気さく協議会）



☆鳥獣被害対策地域特命チームだより☆

西
臼
杵
地
域

○

サ
ル
食
害
撲
滅
に
向
け
た

だ
い
こ
ん
産
地
の
挑
戦

宮
崎
市
田
野
町
は
、
冬
の
風
物
詩

“
干
し
だ
い
こ
ん
や
ぐ
ら
”
で
有
名

な
だ
い
こ
ん
の
産
地
で
、
県
作
付
面

積
の
23
％
の
シ
ェ
ア
を
誇
り
ま
す
。

一
方
で
生
産
過
程
で
生
じ
る
規
格

外
や
残
さ
を
す
き
込
む
ま
で
放
置
し

て
い
る
時
が
あ
り
、
こ
れ
が
サ
ル
に

と
っ
て
格
好
の
「
冬
の
エ
サ
場
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
は
、

味
を
覚
え
た
サ
ル
が
収
穫
前
の
生
産

物
ま
で
加
害
す
る
な
ど
、
被
害
が
拡

大
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル

集
落
で
あ
る
八
重
地
区
に
、
住
民
と

共
同
し
て
残
さ
処
理
場
を
設
置
し
、

収
穫
残
渣
等
の
適
正
管
理
を
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

日
本
農
業
遺
産
へ
の
申
請
に
向
け
、

気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
当
地
域
で
す

が
、
だ
い
こ
ん
の
鳥
獣
被
害
撲
滅
に

向
け
て
も
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中

部

地

域

○

県
民
総
力
戦
で
の
被
害
防
止

の
取
組
を
目
指
し
て

中
部
地
域
で
は
、
農
業
者
へ
の
啓

発
・
指
導
を
進
め
る
一
方
、
鳥
獣
被

害
対
策
は
県
民
皆
総
力
戦
で
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、

昨
年
度
か
ら
「
食
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
み

や
ざ
き
」
に
て
、
一
般
県
民
向
け
の

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
5
月
に
生
目
の
杜
運
動

公
園
に
て
、
被
害
の
実
態
や
加
害
獣

の
生
態
に
関
す
る
パ
ネ
ル
、
ワ
ナ
や

電
気
柵
、
爆
音
機
等
の
展
示
、
鳥
獣

に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
等

を
通
じ
、
県
民
の
皆
様
と
様
々
な
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
チ
ー
ム
も
発
足
か
ら
８
年
が

経
ち
、
こ
の
間
、
緊
急
捕
獲
の
実
施

や
、
防
護
柵
の
設
置
が
進
む
な
ど
、

行
政
主
導
の
鳥
獣
被
害
対
策
が
拡
充

さ
れ
る
中
、
当
初
、
本
県
が
目
指
し

た
井
上
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
提
唱
す

る
「
新
た
な
視
点
」
に
基
づ
く
地
域

住
民
が
主
役
の
被
害
対
策
を
推
進
す

る
た
め
、
自
主
的
な
取
組
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

モデル集落内に設置した共同
の残さ処理場

食フェスタinみやざき2017
における啓発活動

「箱わなのポイント」の説明 わな設置に便利な道具

○

有
害
鳥
獣
捕
獲
技
術
向
上
研
修

会
を
開
催

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
多

い
中
、
わ
な
の
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
考
え
て
い
る
方

が
増
え
て
お
り
、
西
臼
杵
管
内
に
お

い
て
も
、
わ
な
猟
免
許
所
持
者
数
が
、

平
成
27
年
度
は
３
４
４
名
、
平
成
28
年

度
は
３
６
９
名
と
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
わ
な
猟
免
許
を

取
得
し
て
３
年
以
内
の
経
験
の
浅
い

方
を
対
象
と
し
た
「
有
害
鳥
獣
捕
獲

技
術
向
上
研
修
会
」
を
、
昨
年
の
11

月
27
日
、
高
千
穂
町
上
野
地
区
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
西
臼
杵
地
区
猟
友
会
田
原
支

部
の
伊
東
喜
好
さ
ん
、
同
じ
く
岩
戸

支
部
の
佐
藤
幸
利
さ
ん
、
株
式
会
社

九
州
自
然
環
境
研
究
所
の
三
浦
敬
紀

副
所
長
の
３
名
を
講
師
に
招
き
、
実

際
に
わ
な
を
使
用
し
な
が
ら
、
「
箱

わ
な
、
く
く
り
わ
な
の
設
置
・
シ
カ

（
イ
ノ
シ
シ
）
の
捕
獲
の
ポ
イ
ン

ト
」
や
「
効
率
的
な
捕
獲
手
法
・
猟

に
出
か
け
る
際
の
便
利
道
具
」
等
に

つ
い
て
御
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
さ
れ
た
22
名
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
研
修
会

で
得
た
捕
獲
技
術
を
今
後
の
有
害
鳥

獣
捕
獲
や
狩
猟
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。


